














結語

極小未熟児で主治医が正常と判定した就学前の7例をプロトコールに従って検査した。そ

の結果、7 例中 6 例は正常範囲であるが、何れも将来学習障害に結び付くであろう微細な

神経学的異常がみられた。これらの異常のあるものは、母親の養育態度により学習の充分

な機会が小児に与えられていないことと過保護による自信のなさも関係していると思われ

る。


